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諫干開門求め提訴 湾内３漁協そろう 

 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団

( 後 藤 富 和 ）発行

092-512-1636 

090‐9602‐0700 

に
方
針
転
換
。
国
見
漁
協
の
組
合
員
の
中

か
ら
も
追
随
す
る
動
き
が
出
た
。
訴
状
で

は
同
事
業
を
「
無
駄
で
有
害
・
止
ま
ら
な

い
公
共
事
業
の
典
型
」
と
批
判
。
原
告
側

が
求
め
る
開
門
は
「
諫
早
湾
の
海
水
を
調

整
池
に
流
入
さ
せ
、
海
水
交
換
が
で
き
る

よ
う
開
門
操
作
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
た

上
で
、
開
門
は
「
農
業
と
沿
岸
漁
業
の
両

立
を
可
能
と
す
る
唯
一
か
つ
容
易
に
実

行
可
能
な
解
決
策
」
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

原
告
弁
護
団
の
馬
奈
木
昭
雄
弁
護
団

長
は
「
湾
内
３
漁
協
が
そ
ろ
い
、『
開
門
』

と
い
う
漁
民
の
要
求
は
誰
の
目
に
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。
開
門
こ
そ
が
県
民
の
世

論
で
、
開
門
反
対
の
ほ
う
が
少
数
意
見

だ
」
と
訴
え
た
。
（
略
）
同
事
業
を
め
ぐ

っ
て
は
、
有
明
海
沿
岸
の
漁
業
者
が
起
こ

し
た
訴
訟
で
佐
賀
地
裁
は
２
０
０
８
年
、

国
に
排
水
門
の
５
年
間
常
時
開
放
を
命

じ
、
開
門
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
求
め

た
。(

中
略)

ま
た
、
諫
早
市
小
長
井
町
な

ど
の
漁
業
者
４
１
人
が
常
時
開
門
を
求

め
た
訴
訟
が
長
崎
地
裁
で
係
争
中
。 

漁
業
不
振
を
理
由
に
、
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
の
開
門
を
求
め

て
雲
仙
市
の
瑞
穂
、
国
見
両
漁
協
と
諫
早

市
の
小
長
井
漁
協
の
一
部
組
合
員
計
２

９
人
が
１
１
日
、
長
崎
地
裁
に
提
訴
し

た
。
原
告
弁
護
団
は
提
訴
後
の
会
見
で
、

組
合
員
レ
ベ
ル
で
湾
内
３
漁
協
か
ら
原

告
が
出
そ
ろ
っ
た
意
義
を
強
調
。
原
告
は

地
裁
に
は
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
も
の
の

「
漁
民
だ
け
が
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。
我

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

っ
て
い
た
が
間
違
い
だ
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
強
調
。
一
方
、

国
に
対
し
て
も
、
赤
松
広
隆
農
水
相
が

開
門
調
査
の
是
非
を
判
断
す
る
時
期
を

当
初
の
「
１
～
２
ヵ
月
」
か
ら
参
院
選

前
に
こ
だ
わ
ら
な
い
考
え
に
転
換
し
た

こ
と
に
「
選
挙
の
都
合
に
さ
れ
て
漁
民

は
怒
り
心
頭
だ
」
と
批
判
し
た
。
原
告

弁
護
団
は
５
月
開
門
を
求
め
て
お
り
、

赤
松
農
水
相
が
開
門
を
決
断
し
な
い
の

で
あ
れ
ば
２
次
、
３
次
の
追
加
提
訴
も

辞
さ
な
い
構
え
。
馬
奈
木
弁
護
団
長
は

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
行
し
な
い
い
ら

立
ち
が
わ
れ
わ
れ
に
は
あ
る
。
赤
松
大

臣
を
〝
激
励
〟
し
た
い
」
と
話
し
た
。 

語気強く「我慢の限界」原告 漁協内の声、顕在化 

【
長
崎
３
月
１
２
日
】
諫
早
湾
の
漁
場
環

境
が
悪
化
し
た
の
は
国
営
諫
早
湾
干
拓

事
業
が
原
因
と
し
て
、
瑞
穂
漁
協
（
雲
仙

市
、
６
８
人
）
と
国
見
漁
協
（
同
、
４
５

人
）
の
計
２
４
人
が
１
１
日
、
国
を
相
手

に
、
堤
防
排
水
門
の
開
門
を
求
め
長
崎
地

裁
に
提
訴
し
た
。
諫
早
湾
内
の
３
漁
協
の

う
ち
、
小
長
井
漁
協
（
諫
早
市
、
９
８
人
）

の
組
合
員
の
一
部
は
既
に
同
様
の
訴
訟

を
起
こ
し
て
お
り
、
組
合
員
レ
ベ
ル
で

は
、
３
漁
協
か
ら
原
告
が
そ
ろ
っ
た
。 

提
訴
し
た
の
は
、
瑞
穂
漁
協
の
１
８
人

と
国
見
漁
協
の
６
人
。
小
長
井
漁
協
の
５

人
も
新
た
に
追
加
提
訴
し
た
。 

こ
れ
ま
で
３
漁
協
は
い
ず
れ
も
組
織

と
し
て
開
門
反
対
の
立
場
を
取
っ
て
き

た
が
、
瑞
穂
漁
協
は
２
月
、
漁
業
不
振
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
開
門
賛
成

に 

 

慢
の
限
界
だ
」
と
語
気
を
強
め

た
。
政
府
・
与
党
の
開
門
調
査

を
め
ぐ
る
動
き
も
に
ら
み
な
が

ら
訴
訟
は
新
た
な
段
階
を
迎
え

た
。「
裁
判
に
な
れ
ば
誹
諺
（
ひ

ぼ
う
）
中
傷
、
妨
害
な
ど
が
つ

い
て
回
る
。
で
も
裁
判
し
な
い

と
海
を
守
れ
な
い
と
い
う
気
持

ち
を
込
め
て
、
勇
気
を
振
り
絞

っ
て
く
れ
た
」
提
訴
行
動
に
参

加
し
た
小
長
井
町
漁
協
の
理
事

で
同
訴
訟
原
告
団
長
の
松
永
秀

則
さ
ん
（
５
６
）
は
地
裁
前
で
、

こ
の
日
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
２

９
人
の
原
告
の
気
持
ち
を
代
弁

す
る
よ
う
に
語
っ
た
。
こ
の
日

原
告
は
漁
が
忙
し
い
こ
と
に
加

え
「
顔
を
さ
ら
す
と
抗
議
が
殺

到
す
る
」
と
の
理
由
で
参
加
を

見
合
わ
せ
た
。
提
訴
後
、
報
道

陣
に
も
原
告
の
名
簿
を
配
ら
な

い
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
た
だ
今

回
の
提
訴
で
湾
内
３
漁
協
内
に

あ
っ
た
開
門
を
求
め
る
声
は
顕

在
在
化
し
た
。
原
告
に
加
わ
っ

た
瑞
穂
漁
協
組
合
員
の
男
性

（
６
３
）
は
「
堤
防
が
閉
め
切

ら
れ
て
漁
獲
量
が
激
減
し
た
。

も
う
我
慢
の
限
界
。
開
門
す
れ

ば
今
よ
り
は
悪
く
な
ら
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
行

動
し
た
」
と
訴
訟
に
加
わ
っ
た

動
機
を
語
る
。
提
訴
後
の
会
見

で
、
馬
奈
木
昭
雄
弁
護
団
長
は

「
前
（
長
崎
県
）
知
事
は
公
然

と
県
全
体
が
開
門
反
対
だ
と
言 

諫
干
与
党
検
討
委
、
古
川
知
事
が
出
席
へ 

開
門
必
要
性
訴
え 

【
佐
賀
３
月
１
２
日
】
佐
賀
県
の
古
川

康
知
事
は
、
１
６
日
に
開
か
れ
る
与
党

の
第
２
回
諫
早
湾
干
拓
事
業
検
討
委
員

会
に
出
席
す
る
。
有
明
海
再
生
に
向
け
、

開
門
調
査
の
必
要
性
を
訴
え
、
実
施
に

向
け
た
対
策
な
ど
を
提
案
す
る
。
委
員

会
は
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
開
門
調
査
の

是
非
を
協
議
す
る
た
め
、
郡
司
彰
農
水

副
大
臣
を
座
長
に
有
明
海
沿
岸
の
与
党

国
会
議
員
ら
で
組
織
。(

略)

古
川
知
事

は
開
門
調
査
の
実
現
に
向
け
て
県
の
考

え
を
伝
え
る
。 

古
川
知
事
は
（
略
）「
一

方
的
に
自
分
た
ち
の
意
見
を
言
う
の
で

は
な
く
、
長
崎
県
を
は
じ
め
開
門
に
不

安
を
持
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
理
解
し

て
も
ら
え
る
方
法
な
ど
を
提
案
し
た

い
。
関
係
者
の
理
解
と
合
意
に
一
歩
で

も
近
づ
け
れ
ば
」
と
述
べ
て
い
る
。 

長崎地裁に入廷する原告ら・３月１５日 


